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天
台
智
顕
の
時
間
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
観
点
か
ら

概
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

1
 
法
華
開
会
の
解
釈
に
導
入
し
た
、
「
五
時
」
の
観
念
を

ど
の
よ
う

に
理
解
す

る
か
。

2
 
介
爾
陰
妄
の

一
念
心
に
、

一
切
が
円
融
相
即

す
る
と
い
う
思
想

の
、
時
間
論
的
根
拠
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
か
。

3
 
修
道
論
的
適
用
と
し
て
、
過
現
未
三
時
不
可
得
説
、
未
念
欲
念
念

念
已
四
運
推
検
説
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
。

こ
の
三

つ
の
問
題
は
相
互
に
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
詳

細
な
論
及
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
与
え
ら
れ

た
紙
数
は
少

な
い
か

ら
、
詳
論
は
他
日
を
待
つ
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
に
は
、
天
台
智
顎
が
、

法
華
経
解
釈
に
導
入
し
た
時
間
論
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
五
時
教
判
論
の

展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
少
し
く
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

法
華
経

の
、
思
想
と
し
て
の
特
色
を
、
天
台
は
本
迹
思
想
に
あ
る
と

考
え
た
の
で
あ
る
が
、
天
台
は
こ
の
本
迹
義
を
、
理
と
事
、
理
と
教
、

教
と
行
、
体
と
用
、
実
と
権
、
今
と
巳
、
の
六
科
に
整
理
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
今
已
の
関
係
を
重
視
し
、
理
事
、
理
教
、
教
行
、
体
用
、

実
権
の
五
科
も
、
今
已
の
時
間
観
念
に
よ
つ
て
統

一
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

約
今
已
論
本
迹
者
、
前
来
諸
教
已
説
事
理
乃
至
権
実
皆
是
迹
也
、
今
経
所
説

久
遠
事
理
乃
至
権
実
者
皆
名
為
本
、
非
今
所
明
久
遠
之
本
、
無
以
垂
於
已
説

之
迹
、
非
已
説
迹
、
量
顕
今
本
、
本
迹
錐
殊
不
思
議

一
也
 (T
33
7
6
4
c
)

天
台
は
、
已
に
迹
を
説
く
こ
と
が
な
か
つ
た
ら
、
今
の
本
は
ど
う
し

て
顕
現
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
。
時
未
だ
至
ら
ざ
る
四
十
余

年
、
未
顕
の
も
の
で
あ
つ
た
真
実
は
、
時
已
に
至
れ
る
今
、
正
し
く
こ

れ
時
な
る
を
得
て
、
こ
こ
に
初
め
て
説
示
さ
れ
る
の
だ
。
方
便
が
方
便

で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
、
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
と
領
解
さ
れ
る
時
は
、
正
し

く
真
実
が
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
る
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、

方
便
と
真
実
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
相
即
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
時
こ
そ
、
此
理
や
至
深
、
此
言
や
至
妙
、
此
行
や
至

普
、
此
人
や
至
勝
に
し
て
、
而
今
に
四

一
の
、

一
切
は
皆
妙
に
し
て
、
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実
相
に
非
ざ
る
も
の
は
な
い
 (
49
b
)
 の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
華
本

義
を
、
天
台
が
今
已
の
時
間
的
統

一
の
な
か
に
読
み
取
ろ
う
と
し
て

い
た
こ
と
は
ま
き
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
今
已
の
観
念

が
、
天
台
に
お
い
て
意
識
的
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
法
華
経
の
説
時

選
定
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
爾
前
の
諸

教
を
法
華
開
顕
の

一
時
に
融
会
す
る
た
め
の
、
教
理
論
的
方
途
で
あ
つ

た
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
関
口
真
大
博
士
は
、
『
天
台
止
観

の
研
究
』
(岩
波
・
昭

四
四
)
 で
、
「天
台
大
師
教
学
の
教
観
二
門
の
大
綱
は
、
疑
い
も
な
く
、

こ
の
三
種
教
相
と
三
種
止
観
と
に
お
い
て
こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
以
外

の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
な
ど
に
こ
れ
を

求
む
べ
き
で
は
な
い
」
(七
八
頁
)
 と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
五
時
八
教
に

対
す
る
博

士
の
見
解
は
、
ど
う
も
お
か
し
い
と
思
う
。

法
華
経
方
便
品
に
、
「爾
時
世
尊
告
舎
利
弗
、
汝
已
股
慰

三
請
、
量

得
不
説
」

と
あ
る
経
文

の
下
に
、
天
台

は
、
1
通
別
、
2
声
聞

の
有

無
、
3
惑

の
厚
薄
、
4
根
の
転
不
転
、
5
根
の
悟
不
悟
、
6
領
解
の
有

無
、
7
記

の
得
不
得
、
8
悟
の
浅
深
、
9
益
の
権
実
、
10
時
の
待
不
待

の
十
義
を
も
つ
て
料
棟
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
10
待
時
不
待
時
の
料

棟
の
段
に
、

明
待
不
待
時
、
爾
前
不
悟
、
必
待
法
華
悟
者
、
名
為
待
時
、
法
華
前
教
已
解

者
、
名
不
待
時
、
何
故
爾
、
仏
有
顕
密
二
説
、
若
顕
説
為
論
、
法
華
之
前
二

乗
、
未
悟
大
道
、
要
須
五
味
調
熟
会
在
法
華
、
故
 (方
便
品
)
 云
、
説
時
未

至
故
、
今
正
是
其
時
、
決
定
説
大
乗
、
此
即
待
時
也
、
若
密
教
為
論
、
未
必

具
待
五
味
、
在
法
華
方
会
、
爾
前
密
有
入
者
、
故
名
不
待
時
、
此
乃
大
判
時

不
時
 
(T
34
47
-
4
8
a
)

と
記
す
の
で
あ
る
。
爾
前
に
五
味
調
熟
し
、
縁

熟
す
る
の
時
を
待
つ
た

の
が
、
今

の
法
華
時

で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
五
味
義

は
明
ら
か
に
五
時

の
意
で
も
あ
る
の
に
他
な
ら
ず
、
「天
台
大
師

が
説

い
た
の
は
、
五
時
判

で
は
な
く
て
、
五
味
義

で
あ
つ
た
」
(
八
五
頁
)
 と

い
う
よ
う
な
議
論
が
無
稽
の
論
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ

と
を
天
台
は
行
人
の
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

約
行
人
心
者
、
説
華
厳
時
、
凡
夫
見
思
不
転
、
故
言
如
乳
、
説
三
蔵
時
、
断

見
思
惑
、
故
言
如
酪
、
至
方
等
時
、
被
挫
恥
伏
、
不
言
真
極
、
故
如
生
蘇
、

至
般
若
時
、
領
教
識
法
、
始
熟
蘇
、
至
法
華
時
、
破
無
明
、
開
仏
知
見
、
受

記
作
仏
、
心
已
清
浄
、
故
言
如
醍
醐
、
行
人
心
生
、
教
亦
未
転
、
行
人
心
熟
、

教
亦
随
熟
 (
T
33
8
1
0
b
)

文
句
に
、
「
干
時
者
、
若
論
漸
初
、
即
是
鹿
苑
、
初
説

三
乗
時
、
若
論

中
間
、
処
処
得
論
干
時
 (
T
34
93
b
)」
と
説
く
例
な
ど
を
合

せ
て
、
天

台
が
五
時
判
を
立
て
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
と

い
え
よ
う
。

思
う
に
、
天
台
が
浬
繋
宗
の
五
時
教
判
を
批
判
し
た
の
は
、
そ
れ
が

経
の
優
劣
を
論
判
す
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
の
部
判
で
あ
つ
た
が
た

め
な
の
で
あ
る
。
諸
経
を
金
口
説
法
と
し
て
了
解
し
よ
う
と
し
た
、
天

台
の
立
場
か
ら
は
、
経
の
優
劣
を
論
ず
る
立
場

は
、
魔
説
と
し
て
排
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
天
台

は
、
法
華
経
本
 
思
想

天
台
智
顕

の
時
間
論
 
(
池

田
)
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台
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の
な
か
に
、
今
已
の
時
間
的
統

一
を
読
み
取
り
、
彼
独
自
の
時
間
論
的

な
根
拠

に
基
づ
い
て
、
方
便
と
真
実
の
相
即
関
係
を
い
い
あ
て
た
の
で

あ
る
。

開
顕
円
の
融
即
の
而
今
か
ら
、
爾
前
の
時
時
は
、
か
え
つ
て
本

来
的
な
意
味
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
の
だ
と
い
え
る
。

南
三
北
七
の
教
判
論
を
研
詳
去
取
し
た
後
に
、
方
便
品
、
無
量
義
経
、

信
解
品

の
三
文
を
引
証
し
、
天
台
に
お
け
る
五
時
の
教
相
判
釈
を
構
築

し
て
い
る

の
で
あ
り
、
天
台
の
五
時
判
が
、
南
北
の
五
味

・
半
満
を
相

成
し
総
合
的
に
組
織
づ
け
る
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
を
注
意
し
た
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
法
華
開
顕
の
而
今
の
立
場
か
ら
反
照
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

陰
入
界
境
を
、
第

一
境
に
立
て
た
理
由
は
、
「
陰
入

の

D
境
は
常

に

自
ら
現
前
す
る
が
故
に
 (T
46
49
b
・
c
)
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
天
台

は
現
前

の
介
爾
の

一
念
心
を
観
照
せ
よ
と
勧
め
る
。
し
か
る
に
、
こ
の

介
爾
現
起

の

一
念
は
、
法
華
開
顕
の
時
に
お
い
て
は
、
「
即

一
実
境
智

(T
33
7
3
7
c
)
」

と
し
て
あ
る
。

此
心
起
時
、
即
空
即
仮
即
中
、
随
心
起
念
、
止
観
具
足
、
観
名
仏
知
、
止
名

仏
見
、
於
念
念
中
止
観
現
前
 
(T
46
85
a
)

す
な
わ
ち
、
「
一
切
都
妙
、
無
非

実
相
 (T
33
7
1
4
c
)
」の
で
あ
る
。

一

心
は

一
切

心
で
あ
り
、

一
切
心
は

一
心
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
天
台
の
時

間
観
念
は
、

一
念
三
千
に
象
徴
さ
れ
る

一
多
相
即
の
思
想
と
表
裏
を
な

す
原
理
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

劫
火
起
時
、
菩
薩

一
唾
火
即
滅
、

一吹
世
界
成
、
非
是
先
滅
後
成
、
舐

一
唾

中

即
滅
即
成
 
(
T
46
60
a

仏

蔵

経

の
経

文

に

託

し

て
、

経

文

に

は

な

い
即

義

を

強

調

し
、

「
唾

吹

一
時

、

不

可
前

後
 
(
60
b
)
」

と
説

く

の
は

そ

れ

の
証

左

で
あ

る
。

同

よ

う

の

こ
と

を
、

天
台

は
浬

藥

経

所

説

の

「
闇

時

無

明
、

明
時

無

闇
 
(
T
33
7
8
9
a
)
」
の
義

を

ふ

え

ん

し

て
、

諸

処

に
説

明

し

て

い

る
。

世
間
現
見
室
内
然
燈
、
不
知
向
闇
去

至
何
処
、
若
燈
滅
者
、
闇
法
復
来
、
来

無
本
源
、
去
無
足
跡
、
闇
即
如
此
、

明
亦
復
然
、
求
闇
無
闇

、
明
無
所
破
、

闇
即
如
此
、
明
亦
復
然
、
求
闇
無
闇

、
明
無

所
破
、
求
明
無
明
、
闇
無
所
蓋
、

錐

無
明
闇
、
破
蓋
宛
然
 
(
T
46
1
0
4
b
)

法

性

が

い
わ

れ
る

場

は

、
無

明

の
場

で
あ

り

、
無

明

が

い
わ

れ
る

場

は

、

法

性

の
場

で
あ

る
。

相

い
敵

対

す

る

二
物

は
、
実

相

の
場

に

お

い
て
、

相

即

円

融

し

て

い
る

と

い
う
。

こ

の
よ

う

に

諦

観

す

る
時

、

そ

う

で
な

い
時

を

知

る

の

で
あ

り

、

二

一
開

暁

無
有

毫

差

、

不

待

時

、

不

過

時

(
T
46
56
c
)
」
と

記

す

よ
う

に
、

こ

こ
に

は
独

朗

た

る
而

今

が

あ

る
。

こ

の
時

は
、

六
即

義

が

示

す

よ

う

に

、

「
初

心
是

、

後

心

是
 
(
T
46
10
b
)
」

と

し

て
、
因

果

は
不

二

な

の

で
あ

る

。

法

華

円
頓

の
教

に
お

い

て
は
、

初

後

不

二
 
(
T
46
1
c
)
 な

の

で
あ

り

、

「
常

に
是

れ

法
性

に

し

て
、

法

性

な

ら

ざ

る
時

は
な

い
 
(
T

46
56
b
)
」

の

で
あ

る
。

「
十

法

の

一

一
は

当

体

で
あ

り
、

皆

是

れ

法

界

で
あ

る

か

ら

、

十

法
界

は
十

時

界

で
あ

る

(
T
46
52
c
)
」

と

い
う

の
は

、

以

上

の
如

き
、

天

台

の
時

間

解

釈

に

所

以

す

る
も

の

で
あ

る

と

思

う
。
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